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写真でつづる40年のあゆみ
最近の10年間を中心にして、

当財団の40年の歩みを写真でご紹介します。

1975年6月23日、日本で初めて「生涯教育」を旗印に掲げた財団として設立。2010年12月から公益財団法人に移行しました。

財団の設立

当財団を支援する組織として、理事会、評議員会、運営委員会があります。

（2011）

理事会・評議員会運営委員会

（2014）

スタンレー電気㈱本社ビル見学（2013）

財団の運営

現理事長とありし日の初代理事長（2000）

由来（レリーフ）初代理事長・北野隆興と二代目理事長・北野重子
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生涯教育に関する機関や研究者、生涯教育に関係する事業を行っている団体などに対し、
費用の助成や図書の寄贈などさまざまな支援を行っています。

生涯学習を実践する科目等履修生や放送大学で学ぶ学生、貧困で学費に窮する外国人の方々などに、奨学金給付を行っています。

ベトナム国立農業大学 奨学金授与式（2007） 演奏風景（2012）

生涯教育助成

学習者への奨学助成

（2011）

生産性の船

外国人奨学生 音楽奨学生

表彰式（2013）

研究助成

作品展（2014）

彫刻奨学生

奨学生成果発表会（2013）

科目等履修生／放送大学奨学生

彫刻常設の「藤垈の滝 大窪いやしの杜公園」

その他助成

気仙沼へ
メディアアーティスト派遣

（2014）

目黒区内小学校へ
声楽家派遣（2013）

いわき移動図書館（2012）

図書寄贈 途上国支援

フィリピンパインツリーの
保育所開所式（2013）
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川崎市岡本太郎美術館（2014）丸岡城（2015）　

研修会や講演会の開催、懸賞論文の実施、施設やライブラリーの開放などを通じて、
「いつでも どこでも だれでも学べる」環境を提供しています。

能「船弁慶」（2014）

狂言（2010）文楽「艶姿女舞衣」（2011）

歌舞伎（2012）

雅楽（2013）

講演会・研修会・その他

講演会 伝統文化シリーズ

歴史研修

スケッチ入門（2009）

美術研修

津山城（2012）
月山富田城（2014）
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「懸賞論文集」（全35冊）・「生涯教育だより」（全108冊）他多数

古寺めぐり—薬師寺（2010）

伝承研修

（2012）

ライフプランセミナー

ライフプラン

出版物
当財団刊行物

東日本大震災鎮魂コンサートVol．3（2015）

音楽研修

30周年記念イベント

創作オペラ「ヤマタノオロチ」公演（2006）

論文審査講評（2012）

論文課題決定会議（2012）

論文募集

表彰式
（2014）

創立30周年記念式典（2005）
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2006年までに累計25回助成

生涯教育の助成

データで見る 　　　　　 の歩み年

年度 回 助成対象者 所属（助成当時） 研究テーマ

2006 26 吉川 裕美子 独立行政法人 大学評価学位授与機構 助教授 高等教育機関の継続教育・生涯学習機能に関する比較研究

2007 27 倍 和博 麗澤大学 国際経済学部 助教授 企業社会責任（CSR）会計に関する研究

2008 28 木谷 光宏 明治大学 政治経済学部 教授 学生のキャリヤ意識とキャリアデザインに関する研究

2009 29

井上 敏博 城西国際大学 教授 生涯学習と観光

高浦 康有 東北大学 大学院 経済研究科 准教授 東北地域のNPOにおける人材マネジメント

寺崎 里水 福岡大学 人文学部 専任講師 大学生の学業成績とキャリアプランに関する研究

2010 30

青山 昌文 放送大学 教授 ヨーロッパ生涯教育研究

小野 公一 亜細亜大学 経営学部 教授 働く人々のwell-beingと人的資源管理

土井 正 麗澤大学 経済学部 准教授 「不利益情報」の開示と組織マネジメント

藤沼 司 青森公立大学 准教授 知識経営論の系譜とその批判的研究

2011 31

大橋 裕太郎 慶応義塾大学 環境情報学部 日本学術振興会 特別研究員 シニアのための豊かな生涯学習実現のために ーフィンランドの成人教育を事例としてー

川合 慧 放送大学 教授 情報処理手順の教材向き動的表現の研究

喜納 克仁 徳島文理大学 香川薬学部 薬科学科 講師 生涯学習講座に適した化学実験の題材探し

呉 淑儀 サリー 亜細亜大学 経営学部 准教授 日本企業のグローバル人材育成と社員のキャリア・ディベロップメントについて

貞廣 齊子 千葉大学 教育学部 准教授 小学生の道草行動に関する研究

二宮 皓 放送大学 教授・副学長 放送大学のユニバーサルアクセスビリティーに関する調査研究

浜野 隆 お茶の水女子大学 准教授 発展途上国における「万人のための教育」政策と生涯学習

山田 恒夫 放送大学 ICT活用・遠隔教育センター 教授 放送・印刷・インターネット教材の一貫制作体制に向けた、教材のモジュール化と標準化の研究

2012 32

大曽根 寛 放送大学・教養学部 生活と福祉コース 教授 障害のある労働者の生涯学習に関する研究 ー日本とフランスの国際比較を通してー

岡崎 友典 放送大学・心理と教育コース 大学院 准教授 学習社会における地方自治体（市町村）の『生涯教育態勢』に関する研究
～長野県佐久地方の自治体の社会教育の実態分析をとおして～

斎藤 みほ 首都大学 東京大学院 人文科学研究科 大学院生 生涯教育と地域共同体の形成 －昔話の語り手育成事業を事例として－

髙橋 保幸 東北大学 大学院 教育学研究科 大学院生 東日本大震災にみる生涯学習と雇用 ー被災地の労働問題に焦点を置きー

橋爪 絢子 首都大学東京 システムデザイン学部 助教 高齢者のICT利用能力向上のための生涯学習としてのICT教育

蜂屋 大八 茨城大学 大学教育センターキャリア教育部 准教授 中山間地域コミュニティの再生と住民の地域づくり学習の関係性について

村田 康常 名古屋柳城短期大学 保育科 准教授 A.N.ホワイトヘッドの教育哲学 －プロセス哲学の観点からー

山口 綾乃 麗澤大学 東海大学 非常勤講師 健康・幸せ・そして生きがいにおける社会環境決定要因の研究

2013 33

小倉 行雄 放送大学 社会と産業コース 教授 生涯学習機関としての図書館の可能性に関する研究

上鹿渡 和宏 長野大学 社会福祉学部 准教授 乳幼児社会的養護におけるケア提供者（施設職員、里親等）トレーニングのための
フェアスタートプログラム日本語版作成とインターネット上での公開による生涯教育体制の確立

川原 靖弘 放送大学 教養学部 生活と福祉コース 准教授 視線追跡による、教育機関webインタフェース窓口デザインの改善方法の提案と評価

今 由佳里 鹿児島大学 教育学部 准教授 スイスにおける学校教員の継続教育に関する現状調査

杉井 たつ子 常葉大学 健康科学部 看護学科 在宅看護学 准教授 高齢者のセルフケア能力の向上支援プログラムの開発

広瀬 洋子 放送大学 情報コース総合研究大学院 大学メディア社会専攻 教授 音声認識技術を応用した放送大学講義映像への字幕付与の実践研究

星野 敦子 十文字学園女子大学 人間生活学部 人間生活学科 教授 地域におけるボランティア活動の生涯学習効果 ー自己実現を促進する公助のあり方ー

星野 雄介 武蔵野大学 政治経済学部 経営学科 講師 素材産業の用途探査マネジメント ー日本経済の基礎からの再生と暮らしへの貢献をめざして－

2014 34

井上 菜穂 鳥取大学 医学部 脳神経小児科 大学院生 保育者に対する保護者対応プログラムの実施とその効果について

小塩 靖崇 東京大学大学院 教育学研究科 身体教育学コース 大学院生 精神疾患の予防早期発見のための学校で実施可能な精神保健リテラシー教育プログラムの開発

片山 佳代子 神奈川県立がんセンター臨床研究所 主任研究員 男性高齢者を対象としたLearning Partner Modelによる地域活動への参加促進に関する調査研究

亀岡 智美 国立看護大学 看護学部 看護学科 教授 夜勤を行う新人看護師に対する先輩看護師の支援の解明
― 病院における新人看護師教育の充実をめざしてー

小玉 亮子 お茶の水女子大学大学院 人間文化創成科学研究科 教授 近代教育における母イメージの展開に関する社会史的研究

徳田 克己 筑波大学 医学医療系 教授 生涯教育における障害シミュレーション体験方法の開発

藤原 達也 麗澤大学大学院 経済研究科 大学院生 ハラル食品の信頼性と企業の社会的責任－日本企業のハラル食品市場への進出とその課題－

森田 佐知子 佐賀大学 キャリアセンター 准教授 継続学習を軸としたキャリア教育授業の理論的枠組み構築への挑戦
－北欧の高等教育機関におけるキャリア教育調査から－

2015 35

井上 洋士 放送大学 教養学部 教授 障がいや疾患のあるLGBTに対する生涯教育・支援のあり方についての研究
ーダブルスティグマに翻弄されている人々の生活実態調査を通じてー

木全 晃 香川大学大学院 地域マネジメント研究科 教授 経営教育における環境経営論の適用可能性に関する研究

小嶋 季輝 琉球大学 教育学部 教育学講座 講師 知識欲と学習意欲の断絶に関する実態調査

児玉 晴男 放送大学 総合研究大学院大学 教授 デジタル教科書のオンライン授業への実装化に関する研究

中澤 明子 東京大学 大学総合教育研究センター 特任教授 学習者のエンゲージメント向上を目指した授業デザイン支援ツールの開発
ー教員の専門的能力開発に資することを目指してー  

野村 憲一 新潟県立看護大学 教授 「潜在看護師」再就職のための卒業年次別支援プログラム

福島 賢二 埼玉大学 教育学部 教育学講座 准教授 ケイパビリティ・アプローチによる教育の平等論

星野 和実 大阪大学 グローバルコラボレーションセンター 招聘教授 多文化臨床心理士を養成する国際生涯教育に関する日米比較研究

松下 聖子 公立大学法人 名桜大学 人間健康学部 看護学科 上級准教授 生涯成長し続けるための自己教育力の育成を目指した授業方法の検討

◦研 究 助 成 金 1976年より実施。2005年までに25回実施、延べ36名に助成。2015年現在延べ87名に助成。

2006年〜2015年



1617

年 派遣者 派遣先

2010 荒牧小百合、青山貴、大野真由子、
望月哲也

（目黒区）向原小、第9中、
第7中

2011

湯浅桃子、土崎譲、矢野里奈、
荒牧小百合、布施雅也、
大野真由子、鵜木絵里、
大川信之、多田聡子

（目黒区）中根小、
五本木小、緑ヶ丘小

2012
湯浅桃子、青山貴、福崎由香、
森岡紘子、土崎譲、伊坪淑子、
大野真由子

（目黒区）下目黒小、
第7中、第9中

2013 荒牧小百合、青戸知、伊坪淑子 （目黒区）田道小、
碑小、第7中

2014
平中麻貴、志田雄啓、福崎由香、
荒牧小百合、大山大輔、山口佳代、
湯浅桃子、大野真由子、大川信之

（目黒区）五本木小、
中根小、田道小

2015 湯浅桃子、藪内俊哉、大野真由子、
宮部小牧、萩原潤、高田恵子

（目黒区）五本木小、
田道小、第八中

2015 荒牧小百合、大川信之、津島圭佑
（いわき）中央台北小、
湯本第一中

2015 湯浅桃子、土崎譲、矢野里奈 （気仙沼）小泉中、月立小

◦アー ティスト派 遣（日本声楽家協会）

年 派遣先
2011 横浜市立市ヶ尾中学
2012 横浜市立市ヶ尾中学
2012 築西市立小栗小、いわき市立中央台南小、気仙沼市立唐桑中
2013 いわき市立平第1小、気仙沼市立唐桑中
2013 横浜市立市ヶ尾中学
2014 気仙沼市立大島中学
2014 いわき市立湯本第1小
2014 横浜市立青葉台中学
2015 いわき市立
2015 気仙沼市立小泉中学

◦メディアアー ティスト派 遣
講師 橋本典久（明治大学特任講師）

年/月 支援内容
2010.4 ミンダナオ保育所建設2箇所 プニルPunol バンシランBansilan

2011.4 ミンダナオ保育所建設2箇所 
マロンピーニMalumpine村 パルソックPalusok集落

2012.4 ミンダナオ保育所建設2箇所 
シティヲウガワックsitio buguwak ファアティマfatima

2013.4 ミンダナオ保育所建設2箇所 プレジデントロハス市ラウィタン
Lawitan集落、アラカン市パインツリー Pine Tree集落

2014.7 ミンダナオ保育所建設

◦途 上国支 援

◦図 書 寄贈（国内）

年 寄贈先 寄贈冊数
2010 目黒区小・中学校 1,102
2011 目黒区小・中学校 1,117

2012

いわき市移動図書館 378
気仙沼市中学校 268
松島町幼小・中学校 483
目黒区小・中学校 998

2013

いわき市移動図書館 524
気仙沼市中学校 250
松島町幼小・中学校 335
目黒区小・中学校 914

2014

いわき市移動図書館 374
気仙沼市中学校 250
松島町幼小・中学校 368
目黒区小・中学校 903

2015
いわき市移動図書館 348
気仙沼市中学校 294
松島町幼小・中学校 512

◦生 産 性の 船
1976年開始。2006年までに累計212人が参加。

学習者への奨学援助

◦彫 刻 奨 学 金
※作品名のあるものは「藤垈の滝大窪いやしの杜公園」に作品を設置。1985年から実施、累計109名。

年 名前 学科・専攻

2009
中村 育 器楽科 ピアノ専攻
河野 由里恵 器楽専攻弦楽器

2010
高山（木村）葉子 研究科音楽専攻作曲
水野 秀樹 声楽専攻

2011
正木 実季 声楽専攻
三上 絵里香 研究科鍵盤楽器
波馬 朝加 研究科弦楽器

2012
高橋 尚美 声楽専攻
石川 智香子 器楽専攻ピアノ
野口 まつの 器楽専攻弦楽器

2013
堀内 大輝 声楽専攻
葛島 涼子 研究科管打楽器クラリネット
佐々木 杏子 研究科鍵盤楽器

2014
山際 きみ佳 研究科声楽
酒井 愛里 研究科ヴァイオリン
橋本 南海 器楽専攻管打楽器

2015

山路 梨保 研究科弦楽器ハープ

大本 綾子 研究科鍵盤楽器

井口 侑奏 研究科声楽

◦音 楽 奨 学 金 
2009年より実施、累計20名。

年 奨学生 寄贈作品名

2006

木原 智代 ー
細谷 季子 守
能島 研太 ー  
森園 雅明

2007

荻原  修 ー                
中西  元 ー      
溝口 達也 ー      
弓良 麻由子 ー     

2008

石川 奈緒美 ー     
玉野 綾子 ー    
萩本 花穂 ー  
渡邊 敏文 ー  

2009
武田 歩 ー  
高崎 英明 ー  
内山 翔二郎 風の通り道

2010
正親 優哉 バックホーム
樋口ローラ
アリス梓 ひとはな

2011

川越 亜優美 ゆらり
河邉 ありさ division
野口 由里子 水辺の白絹
松井 雅世 貴方の声が私には聞こえない

2011 増本 直子 記憶の断片

2012

海老原 彩香 春
倉岡 良太 Like a pencil
船橋 みふゆ Hexadecagon
石川 寛 メランコリア
石橋 慧祐 無題

2013

寺田 藍 おうちのごみ
豊島 鉄也 右手
任 一丁 宇宙
勝木 杏吏 untitled
杉内 あやの 眠れない夜なんてない

2014

今村 克 Chair
桐生 ミナミ まほろばに憑く
松山 雄太 もじの散歩
古瀬 美菜 アレトリタイアレトレナイ
姫野 亜也 錯覚

2015

根本 祐杜 （制作中）
野口 紗綾 （制作中）
藤倉 聡士 （制作中）
村上 直樹 （制作中）
中川 智香子 （制作中）

年 奨学生 寄贈作品名
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講演会・研修会・その他

年 月 講演内容 講師 場所

2006
2 奥の細道の魅力を語る 土屋 博映 芭蕉記念館
9 趣味としての城見学を振り返って 新谷 洋二 北野財団ホール

2007
4 いのちを唄いつぐ子守唄を次世代へ 森 隆夫 西舘 好子 パーシモンホール 小ホール
6 粋で素敵な江戸しぐさ（その1） 越川 禮子 北野財団ホール
8 粋で素敵な江戸しぐさ（その2） 越川 禮子 北野財団ホール

2008
4 「北前船」が運んだ富と文化 加藤 貞仁 北野財団ホール
6 人生最初の教師、親と教師の心得は 森 隆夫、西舘 好子 パーシモンホール 小ホール

2009
6 “伝統文化に親しむ”シリーズ「能」（その1）（その2） 井上 燎治 中目黒GTプラザ

7
“伝統文化に親しむ”シリーズ「能」（その3） 井上 燎治 中目黒GTプラザ
「小泉八雲」から21世紀を考える 小泉 凡 北野財団ホール

2010
3 近江戦国史と近江の城の魅力 小和田 哲男 北野財団ホール
7 “伝統文化に親しむ”シリーズ「狂言」（その1）（その2） 石田 幸雄 中目黒GTプラザ
11 サンパギータの白い花-ミンダナオからの新たな旅立ち 松井 友 北野財団ホール

2011
5 歴史は鏡、過去を映し未来を照らす 小和田 哲男 中目黒GTプラザ

9 “伝統文化に親しむ”シリーズ「文楽」（昼の部、夜の部） 豊竹 咲甫大夫、鶴澤 清志郎、
豊松 清十郎 中目黒GTプラザ

2012 6 “伝統文化に親しむ”シリーズ「歌舞伎」（その1）（その2）（その3） 金森 和子 中目黒GTプラザ

2013
2 信州の歴史風土と雛人形 小和田 哲男 目黒雅叙園
6 “伝統文化に親しむ”シリーズ「雅楽」 （その1）（その2） 田中 松緑 中目黒GTプラザ
9 「長岡の偉人、杉本鉞子-世界を魅了した『武士の娘』」 内田 義雄 北野財団ホール

2014 6 “伝統文化に親しむ”シリーズ「能」 （その1）（その2） 井上 燎治 中目黒GTプラザ
2015 6 “伝統文化に親しむ”シリーズ「狂言」（その1）（その2） 高野 和憲、深田 博治 中目黒GTプラザ

◦講 演 会

学習者への奨学援助

延べ人数男性 女性

▶奨学金－放送大学大学院全科修士奨学生の男女別応募者・奨学生延べ人数

▶奨学金－放送大学選科履修奨学生の男女別応募者・奨学生延べ人数

▶奨学金－科目等履修奨学生の男女別応募者・奨学生延べ人数

▶奨学金【中国】

▶奨学金【ベトナム】　

▶奨学金【フィリピン】　
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年/月 テーマ 訪問先
2014.9 古都鎌倉を撮る 円覚寺、鶴岡八幡宮
2015.9 私の見つけた瞬間 大船植物園、建長寺

◦デ ジ タ ル 一 眼 レ フ カ メ ラ 入 門  
2014年から実施。
講師 穴吹有希（日本大学助教）。 

◦ ラ イ フ プ ラ ン セ ミ ナ ー  
2011年より2015年まで5回実施。　　　　　
講師 奥畑研司、大橋正一、津坂佳代。

年/月 開催回 テーマ 訪問先

2010.4 1 近江の城めぐり 彦根城、佐和山城、近江八幡城、
安土城

2011.4 2 東日本大震災
のため中止 東日本大震災のため中止

2012.4 3 備中・美作の
城めぐり 備中松山城・備中高松城・津山城

2013.4 4 陸奥の城めぐり 弘前城・根城・九戸城・
山内丸山遺跡

2014.4 5 山陰の城めぐり 月山富田城・松江城・出雲大社

2015.4 6 加賀・越前の
城めぐり 金沢城・丸岡城・一乗谷朝倉館址

◦歴 史 研 修
1979年から2005年まで
講師 新谷洋二（東京大学名誉教授）にて32回実施。
2010年から講師 小和田哲男（静岡大学名誉教授）。

年/月 開催回 訪問地 訪問先

2006. 9 34 茨城 天心記念五浦美術館、
茨城県近代美術館

2007. 4 35 六本木 国立新美術館、サントリー美術館

2008. 9 36 静岡

特殊製紙総合技術研究所Pam、
静岡県立美術館、静岡市立芹沢銈
介美術館、秋野不矩美術館、資生堂
アートハウス

2009. 2 37 伊豆・箱根
ポーラ美術館、箱根ラリック美術館、
上原近代美術館、
真鶴町立中川一政美術館

2009. 9 38 葉山・横須賀 神奈川県立近代美術館葉山館、横
須賀美術館

2010.2 39 愛知
名古屋市美術館、
一宮市三岸節子記念美術館、
豊田市美術館、徳川美術館

2010.8 40 八王子 村内美術館、東京富士美術館

2011.1 41 青森 十和田市現代美術館、
青森県立美術館、棟方志功記念館

2011. 8 42 千葉 DIC川村記念美術館、ホキ美術館
2011. 10 43 千葉 DIC川村記念美術館、ホキ美術館

2012. 3 44 滋賀・京都
佐川美術館、ミホミュージアム、
アサヒビール大山崎山荘美術館、
細見美術館

2013. 2 45 金沢・能登
金沢21世紀美術館、
石川県能登島ガラス美術館、
石川県輪島漆芸美術館

2013. 7 46 山梨
山梨県立美術館、
中村キースヘリング美術館、
平山郁夫シルクロード美術館

2014. 1 47 川崎・葉山
川崎市岡本太郎美術館、
川崎市藤子F不二雄ミュージアム、
神奈川県立近代美術館葉山館

2014. 9 48 秋田・酒田

秋田県立美術館、
秋田市立千秋美術館、
秋田県立近代美術館、
本間美術館、土門拳記念館、
酒田市美術館

2015. 2 49 箱根・熱海 岡田美術館、MOA美術館

2015. 9 50 軽井沢・甲府 軽井沢千住博美術館、
セゾン現代美術館、山梨県立美術館、

◦美 術 研 修
1982年から2005年までに33回実施。
講師 沼辺信一（美術研究家）

年 開催回 論 文 課 題 応募者数       出 版 図 書 一席入賞者

2006 28 志
―社会への思いやり 404 志

―社会への思いやり 宮永 幸則

2007 29 心の絆－命を紡ぐ 278 心の絆－命を紡ぐ 安達 喜代美
2008 30 家庭は「心の庭」 263 家庭は「心の庭」 大柴 晏清

2009 31 家訓をつくろう 212
家訓
―わが家の
マニフェスト

丸山 由香

2010 32
わが家の食卓
―会話と笑いで心も
満腹

236
食満腹 心空腹
―わが家の
食卓では…

ノイハウス
 聖子

2011 33 私の望む日本 300 私の望む日本
―行動する私 山田 理佳

2012 34 日本が生き抜く力
―今,私ができること 198 日本が“生き抜く力”

－今,私にできること 根本 進一

2013 35
心あたたまる言 葉・
傷つける言葉
―言葉は人格の表現

210
言葉は人格の表現
―心あたたまる言葉・
傷つける言葉

服部 幸雄

2014 36 私の
東京オリンピック 71

私の
東京オリンピック
―過去から学び、
未来へ夢を

対象なし

2015 37 私の生涯学習
―学ぶ楽しみ 444

私の生涯学習
―生きることは
学ぶこと

対比地 
百合子

◦論 文
1977年から2005年までに27回実施、応募者累計8,305人。
2015年現在、応募者累計10,921人。

年/月 開催回 テーマ 訪問先 講師

2006.7 13 「奥の細道」の足跡を
訪ねて

中尊寺・最上川・
羽黒山・湯殿山

跡見学園女子大学
教授 土屋博映

2007.7 14
「北前船」寄港地に残る
文化遺産を訪ねて

（秋田編）

男鹿伝承館・
土崎港曳山祭・
白神山地

―

2008.6 15
「北前船」寄港地に残る
文化遺産を訪ねて

（新潟・佐渡編）

北方文化博物館・
宿根木・佐渡金山 ―

2009.5 16
「北前船」寄港地に残る
文化遺産を訪ねて

（出雲編）

石見銀山・
ホーランエンヤ祭・
日刀保

日刀保たたら 
村下 木原明

2010.7 17 古寺めぐり（奈良編） 室生寺・興福寺・
法隆寺・薬師寺 薬師寺 根来穆道

2011.7 18 古寺めぐり（能登編）
総持寺祖院・
牛出津あばれ祭・
那谷寺

那谷寺 木崎馨山

2012.8 19 古寺めぐり（四国編）
霊山寺・善通寺・
石手寺・
内子座文楽

―

2013.8 20
偉人のふるさとを訪ねて
―河井継之助・小林虎
三郎・山本五十六の系譜

河井継之助およ
び山本五十六記
念館・
長岡花火祭

―

2014.7 21
偉人のふるさとを訪ねて
―知の巨人南方熊楠と
田辺祭

南方熊楠記念館・
田辺祭・高山寺

南方熊楠顕彰館
館長 濱岸宏一

2015.7 22
偉人のふるさとを訪ねて
―太平洋の橋 新渡戸稲
造とチャグチャグ馬コ祭

盛岡市先人記念
館・もりおか歴史
文化館

新渡戸基金
常務理事 藤井茂

◦伝 承 研 修
1997年から2005年まで12回実施。



財団と復興支援 東日本大震災を受けて、当財団ではさまざまな復興
支援活動を行ってきました。その歩みを振り返ります。

　震災で亡くなられた方々への鎮魂の思いを忘れないようにと、2013年３月11日より毎年開催しています。「フォーレのレクイエムを
学び歌う会」には、公募で集まった皆さんが参加。半年にわたる合唱指導とクラシック音楽に関する講義を経て、歌声が披露されます。
また、このコンサートのチケット収入は、目黒区を通して被災地に寄付されます。

東日本大震災鎮魂コンサート

　映像の起源となるいくつかの装置の
制作を体験することで昔の人の感動を
追体験し、見慣れた日常と比べることで、
未来につながる新しい発想を促すワーク
ショップを行っているメディアアーティス
ト橋本典久さんを被災地の学校に派遣。

メディアアーティスト派遣

　プロのオペラ歌手男女各1名とピアニストによ
る生の歌を、身近で聴いてもらおうと、2015年より
被災地の学校に派遣しています。

声楽家派遣

いわき中央台北小学校
ソプラノ 荒牧 小百合
テノール 大川 信之
ピアノ 津島 圭祐

気仙沼月立小学校
ソプラノ 湯浅 桃子
テノール 土崎 譲

（ピアノ 矢崎 里奈）

図書寄贈
　2012年より、被災地の地元書店を通
して宮城県および福島県の小・中学
校に購入希望図書を寄贈しています。

いわき市移動図書館に搭載された寄贈図書を
選ぶ子どもたち（2012）

気仙沼大島中学校
「デジタルカメラで驚き盤をつくろう」
アニメーションの原理を体験（2014）

義捐金を青木英二目黒区長（右）へ

2015 第2部コンサート

第1部朗読「被災地から被災地へ」他第1部狂言「酢薑」

第1部語り「稲むらの火」

2015 祈り、希望、輝くいのち

2014 鎮魂から希望へ 2013 静謐な祈り

20
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創
設
者
北
野
隆
春
の
ふ
る
さ
と
が
あ
る
山
梨
県

の
県
立
美
術
館
に
お
い
て「
彫
刻
奨
学
生
の
現

在
展
」
開
催
を
企
画
。
彫
刻
奨
学
生
の
皆
さ
ん

に
出
品
を
呼
び
か
け
ま
し
た
と
こ
ろ
、56
名
も
の

参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

会
期
に
先
立
ち
、９
月
１
日
に
は
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
催
さ
れ
ま
し
た
。セ
レ
モ
ニ
ー
終

了
後
、参
列
者
は
展
覧
会
場
へ
移
動
、作
者
か

ら
作
品
意
図
な
ど
の
説
明
を
受
け
て
鑑
賞
し
た

後
、美
術
館
内
レ
ス
ト
ラ
ン
の
立
食
パ
ー
テ
ィ
会

場
に
集
い
ま
し
た
。
め
っ
た
に
会
え
な
い
奨
学
生

同
士
が
旧
交
を
温
め
る
な
ど
、終
始
な
ご
や
か

な
う
ち
に
散
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

展
覧
会
会
期
中
、毎
日
入
場
者
は
１
０
０
名

を
超
え
、総
数
で
７
０
０
名
を
超
え
ま
し
た
。

　

受
付
で
は
、奨
学
生
の
作
品
が
常
設
さ
れ
て
い
る

「
藤
垈
の
滝
大
窪
い
や
し
の
杜
公
園
」（
※
）（
以
下

「
お
滝
公
園
」）ア
ク
セ
ス
地
図
と
公
園
内
の
作
品

マ
ッ
プ
が
配
布
さ
れ
、公
園
の
宣
伝
に一
役
買
い
ま

し
た
。

　

９
月
２
日
に
は
、創
設
者
の
地
元
に
あ
る
境

川
小
学
校
の
５
年
生
44
名
が
ス
ク
ー
ル
バ
ス
で
美

術
館
を
訪
れ
、「
彫
刻
奨
学
生
の
現
在
展
」を
鑑

賞
。
そ
の
後
生
徒
た
ち
は
、「
お
滝
公
園
」で
彫

刻
奨
学
生
有
志
の
指
導
の
も
と
、大
き
な
布
に

景
色
を
写
し
取
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
楽
し
み
ま

し
た
。

　

ま
た
、笛
吹
市
の
協
力
で
県
立
美
術
館
と

「
お
滝
公
園
」
を
巡
回
す
る
バ
ス
を
毎
日
２
便

運
行
し
、足
の
便
が
な
い
方
に
も
入
場
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
「
彫
刻
奨
学
生
の
現
在
展
」は
笛
吹
市
関
係

者
は
じ
め
、彫
刻
奨
学
生
関
係
者
な
ど
多
く
の

皆
さ
ん
の
ご
協
力
の
お
蔭
で
成
功
裡
に
終
了
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

※「
藤
垈
の
滝
大
窪
い
や
し
の
杜
公
園
」

笛
吹
市
境
川
町
に
あ
り
、霊
泉
藤
垈
の
滝
が
あ
る
。
日
本
一
水

芭
蕉
の
開
花
が
早
い
公
園
。２
０
０
４
年
か
ら
毎
年
、当
財
団

が
彫
刻
奨
学
生
の
作
品
を
公
園
に
設
置
し
て
き
た
。２
０
１
５

年
現
在
、56
点
の
彫
刻
作
品
が
点
在
し
て
お
り
、ミ
ニ
箱
根
彫

刻
の
森
の
景
観
を
な
し
て
い
る
。

展
示
さ
れ
た
作
品
か
ら

島田憲一
「着ぐるみの男」

鞍掛純一
「ある日の植物」

川村兼章
「あそぼう」

大槻孝之
「水の風景」

柿沼千枝
「怖いうさぎ」

内山翔二郎
「ダイオウグソクムシくん」

　

当
財
団
創
立
10
周
年
を
機
に
、美
術
の
中
で

も
あ
え
て
困
難
な
道
に
進
も
う
と
す
る
若
き
彫

刻
家
を
応
援
し
よ
う
と
始
ま
っ
た
彫
刻
奨
学
生

奨
学
金
事
業
は
、31
年
が
経
過
し
奨
学
生
総
数

１
０
９
名
と
な
り
ま
し
た
。

　

財
団
創
立
40
周
年
記
念
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、

オープニング
セレモニーを開催
　関係者や彫刻奨学生約50名
が参列する中、北野隆典専務理
事の財団挨拶に引き続き、金丸
康信㈱テレビ山梨社長、倉嶋
清次笛吹市長からの祝辞、奨学
生代表大槻孝之日本大学教授
から感謝の言葉がありました。

懇親パーティー

北野隆典 専務理事

生徒を前に説明する日本大学大槻教授

出来上がった作品を前に

 

概
要

（
公
財
）北
野
生
涯
教
育
振
興
会
創
立
４
０
周
年
記
念

彫
刻
奨
学
生
の
現
在
展
１
９
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０
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５

開
催
日
時
：
９
月
２
日
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〜
６
日
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会
場
：
山
梨
県
立
美
術
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県
民
ギ
ャ
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催
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催
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梨
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梨
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委
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レ
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山
梨

入
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無
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日時：9月5日㈯13：30-15：00　場所：笛吹市スコレーセンター　定員350名

創立40周年記念イベント

「彫刻奨学生の現在展」の開催中の９月５日、
同じく40周年記念イベントとして、

笛吹市出身の直木賞作家辻村深月さんによる
トークショーを開催しました。

当財団の美術研修に長年講師として同行いただいている
沼辺信一さんと共に、「読むことの幸せ」を

テーマにお話いただきました。

　

直
木
賞
受
賞
作
家
の
辻
村
さ
ん
は
、当
財
団
創

設
者
の
北
野
隆
春
と
同
じ
山
梨
県
笛
吹
市
出
身

で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。会
場
と
な
っ
た
笛
吹
市

ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
に
併
設
さ
れ
て
い
る
図
書

館
は
、辻
村
さ
ん
が
幼
少
期
に
通
っ
た
、原
点
と

も
言
え
る
場
所
。「
こ
う
し
て
戻
っ
て
く
る
こ
と

が
で
き
て
嬉
し
く
思
い
ま
す
」と
挨
拶
さ
れ
る

と
、ト
ー
ク
シ
ョ
ー
は
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
沼
辺
さ
ん
が「
山
梨
県
は
四
方
を

山
に
囲
ま
れ
、他
の
関
東
地
方
と
異
な
る
独
特
の

安
心
感
が
あ
り
ま
す
ね
」と
話
す
と
、辻
村
さ
ん

は
学
生
時
代
に
は
そ
の
素
晴
ら
し
さ
を
意
識
し

て
い
な
か
っ
た
と
振
り
返
り
ま
し
た
。大
学
進
学

を
き
っ
か
け
に
一
度
山
梨
県
を
離
れ
た
こ
と
や
、

現
在
も
東
京
で
仕
事
を
行
う
中
で
、「
離
れ
た
か

ら
こ
そ
故
郷
へ
の
思
い
が
強
く
な
っ
た
」と
言

い
ま
す
。特
に
近
年
、『
太
陽
の
坐
る
場
所
』映
画

化
な
ど
の
経
験
を
経
て
、生
ま
れ
育
っ
た
場
所
が

作
品
へ
強
い
影
響
を
も
た
ら
し
て
い
る
こ
と
を

実
感
し
て
い
る
と
語
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
読
む
こ
と
の
幸
せ
」
に
つ
い
て
辻
村
さ
ん

は
、「
誰
も
が『
こ
れ
は
自
分
の
た
め
の
本
だ
』と

思
え
る
本
に
出
会
っ
た
経
験
が
あ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。本
に
は
、時
代
や
場
所
も
超
え

て
感
動
を
与
え
る
力
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。私
の

小
説
を
読
ん
で
心
が
動
か
さ
れ
た
り
共
感
し
た

と
言
っ
て
い
た
だ
け
る
な
ら
ば
、と
て
も
幸
せ
に

感
じ
ま
す
ね
」と
思
い
を
語
ら
れ
ま
し
た
。ま
た
、

「
小
説
は
宛
先
を
決
め
ず
に
書
い
て
い
る
手
紙
の

よ
う
な
も
の
。格
好
よ
く
見
せ
よ
う
と
す
る
の

で
は
な
く
、な
る
べ
く
分
か
り
や
す
い
言
葉
で
書

く
こ
と
を
意
識
し
て
い
ま
す
。作
品
を
世
に
送

り
出
し
た
後
に
届
く
反
響
は
様
々
で
、そ
こ
か
ら

新
た
な
気
付
き
を
得
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
ん
で

す
。作
家
冥
利
に
尽
き
ま
す
ね
」と
創
作
活
動
に

つ
い
て
も
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
新
作
の『
朝
が
来
る
』で
は
、複
雑
な
家
庭

環
境
の
登
場
人
物
た
ち
を
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

タ
ッ
チ
に
描
い
て
い
ま
す
。デ
ビ
ュ
ー
か
ら
11
年

が
経
ち
、扱
う
テ
ー
マ
が
広
が
っ
て
い
く
と
共
に

不
安
を
感
じ
る
こ
と
も
あ
っ
た
と
言
い
ま
す
。し

か
し
、ど
ん
な
人
間
に
も
通
じ
る
普
遍
的
な
テ
ー

マ
を
浮
き
彫
り
に
し
た
今
作
品
を
通
じ
、「
ま
ず

は
飛
び
込
ん
で
み
る
」こ
と
の
大
切
さ
を
感
じ
た

そ
う
で
す
。

　
「
読
者
と
共
に
成
長
し
て
き
た
」と
い
う
辻
村

さ
ん
。最
後
に
、「
今
後
の
作
品
は
ど
の
よ
う
に

変
化
し
て
い
く
と
思
わ
れ
ま
す
か
」と
い
う
質

問
を
受
け
、次
の
よ
う
に
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
帰
っ
て
く
る
と
い
つ
で
も
私
を
迎
え
入
れ

て
く
れ
る
故
郷
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、こ
こ
を
起
点

に
小
説
を
書
け
る
今
を
あ
り
が
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。今
後
も
失
敗
や
挑
戦
を
恐
れ
る
こ
と
な

く
、様
々
な
作
品
を
読
者
の
皆
さ
ん
に
お
届
け
し

て
い
き
た
い
で
す
」と
力
強
く
話
さ
れ
ま
し
た
。

本
に
は
時
代
や
場
所
を
超
え
て

感
動
を
与
え
る
力
が
あ
る

沼辺 信一
1952年生まれ。東京都出身。書
籍編集者を経て、1989年から
2003年までDIC川村記念美術館
（千葉県佐倉市）で学芸員を務
めた。北野財団の美術研修に
同行するのは今年で20年目。

辻村 深月
1980年生まれ。山梨県出身。千
葉大学教育学部卒業。2004年に
『冷たい校舎の時は止まる』で
第31回メフィスト賞を受賞し
デビュー。『鍵のない夢を見る』
で直木賞受賞。

辻村さんが通った
図書館に常設された
「辻村深月コーナー」

辻村 深月トークショー
「読むことの幸せ」

会場
笛吹市スコレーセンター
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財
団
ニ
ュ
ー
ス

　

財
団
創
立
40
周

年
の
冠
事
業
と
し

て
、従
来
よ
り
も

日
程
を
増
や
し
、

２
泊
３
日
で
実
施

し
ま
す
。

　

城
下
町
が
よ
く
残
っ
て
い
る
杵
築
城
、

海
辺
に
面
し
た
府
内
城
、滝
廉
太
郎
の

「
荒
城
の
月
」の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
岡
城
、

難
攻
不
落
の
名
城 

熊
本
城
、水
郷
に
あ

る
柳
川
城
を
め
ぐ
り
ま
す
。

日
　
　
程

　

２
０
１
6
年
４
月
４
日
㈪
〜
6
日
㈬

講
　
　
師

　

静
岡
大
学
名
誉
教
授 

小
和
田
哲
男
氏

定
　
　
員

　

40
名

ご
報
告

第
37
回
懸
賞
論
文「
私
の
生
涯
学
習
―
学
ぶ
楽
し
み
」入
賞
者
が
決
定

設立目的

　当財団は、スタンレー電気株
式会社の創業者北野隆春の私
財提供により、生涯教育の振興
をはかる目的で1975年6月23日、
文部省（現文部科学省）の認可
を得て発足しました。当財団は、
いつでもどこでもだれでも学べ
る体制をつくり、学ぼうとする
方々に対し、より豊かな生きがい
を持てるよう、時代が求める諸
事業を展開してまいります。

第
１
４
０
回
歴
史
研
修（
そ
の
７
）

豊
後
・
肥
後
・
筑
後
の

城
め
ぐ
り

お
知
ら
せ

賞 作品名 氏名 居住地

1席 学ぶに遅すぎることなし 対比地　百合子 愛知県

2席

歌の翼に 荻原　美和子 東京都

学びは一条の光 高見　スマ子 兵庫県

俳号ぽん太 山縣　昭一 茨城県

3席

カンツォーネ 七里　彰人 愛知県

学ぶ喜びが高じて 渋谷　江津子 青森県

私の生涯学習～学びが導いた奇跡 出口　久美子 長崎県

転がれ、ヒヨッコ！ 村松　靖彦 長野県

まわり道が教えてくれたもの 頼富　雅博 群馬県

佳作

独学をのんびり楽しもう 伊波　裕子 沖縄県

パンドラの匣 上原　稲子 沖縄県

防護柵の掃除 野呂　富三 埼玉県

ともに学ぶ悦び「和算」 藤田　理穂 福島県

母から娘への生涯学習 松岡　智恵子 長野県

私の特技 谷田部　和子 栃木県

おにぎりと自転車の小さな旅 山野　芳幸 愛媛県

私の生涯学習―学ぶ喜び 吉開　靖之 長崎県

大学と人生のふたつの勉強 渡辺　恵子 福島県

知の財産 渡辺　惠子 神奈川県

特別 毎日が宝探しーご縁に感謝する日々 後藤　昇 秋田県

２
０
１
5
年

10
月

　

●
理
事
会

　

●
ベ
ト
ナ
ム（
国
立
農
業
大
学
）奨
学
金
授
与
式

11
月

　

●
評
議
員
会

　

●
創
立
40
周
年
記
念
式
典

　

●
研
究
助
成
金
授
与
式

　

●
懸
賞
論
文
入
賞
者
表
彰
式

　

●�

論
文
集「
私
の
生
涯
学
習
―
生
き
る
こ
と

は
学
ぶ
こ
と｣

発
刊

　

●�
中
国（
広
東
工
業
大
学
）奨
学
金
授
与
式

　

●�
彫
刻
奨
学
生
作
品
展

12
月

　

●�

中
国（
南
開
大
学
・
天
津
大
学
）奨
学
金
授
与
式

　

●�

美
術
研
修（
鎌
倉
）

２
０
１
6
年

３
月

　

●�

創
立
40
周
年
記
念�

創
作
オ
ペ
ラ�

「
ヤ
マ
タ
ノ
オ
ロ
チ
」公
演

　

●
懸
賞
論
文
公
募

　

●�

科
目
等
履
修
奨
学
生
お
よ
び
放
送
大
学�

大
学
院
修
士
全
科
奨
学
生

　
　

奨
学
金
授
与
式
お
よ
び
成
果
発
表
会

４
月

　

●
歴
史
研
修（
豊
後
・
肥
後
・
筑
後
の
城
め
ぐ
り
）

　

●�

研
究
助
成
金
公
募

　

●
洋
上
研
修
公
募

５
月

　

●�

科
目
等
履
修
生
お
よ
び
放
送
大
学
生�

（
選
科
履
修
生
・
大
学
院
修
士
全
科
生
）の

奨
学
生
選
考
会

　

●
美
術
研
修（
瀬
戸
内
）

　

●
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
セ
ミ
ナ
ー

６
月

　

●「
ミ
ン
ダ
ナ
オ
子
ど
も
図
書
館
」

　
　

大
学
生
奨
学
金
授
与
式

　

●
彫
刻
奨
学
生
奨
学
金
授
与
式

７
月

　

●
研
究
助
成
金
選
考
委
員
会

　

●
懸
賞
論
文
審
査
委
員
会

　

●�

伝
承
研
修「
偉
人
の
ふ
る
さ
と
シ
リ
ー
ズ
ー

福
沢
諭
吉
他
」

８
月

　

●�

創
立
40
周
年
記
念「
中
目
黒
公
園
」コ
ン
ペ

彫
刻
作
品
設
置

９
月

　

●
理
事
会

　

●�｢

デ
ジ
タ
ル
一
眼
レ
フ
カ
メ
ラ
入
門｣

　

●
美
術
研
修（
都
内
）

　

●�

伝
統
文
化「
文
楽
」入
門
講
座

　

●�

ベ
ト
ナ
ム（
ズ
ン
サ
高
校
、経
理
・
経
済
大
学
）

奨
学
金
授
与
式

　

●�「
ミ
ン
ダ
ナ
オ
子
ど
も
図
書
館
」保
育
所
開
所
式

※
講
師
等
の
都
合
に
よ
り
、ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
変

更
の
場
合
も
あ
り
ま
す
。

第
43
期
主
要
行
事
の
ご
案
内

　

今
年
も
恒
例
の
懸
賞
論
文
が
行
わ
れ
ま
し
た
。今
回
の
テ
ー
マ
は「
私
の
生
涯
学
習
―
学
ぶ

楽
し
み
」。厳
正
な
審
査
の
結
果
、入
賞
者
は
左
記
の
方
々
に
決
ま
り
ま
し
た
。
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創
立
40
周
年
を
記
念
し
て
、こ
こ

に
記
念
号
を
発
刊
い
た
し
ま
す
。関

係
各
位
の
お
祝
い
の
言
葉
に
は
、温

か
い
励
ま
し
と
と
も
に
財
団
に
対

す
る
期
待
が
寄
せ
ら
れ
、感
謝
の
気

持
ち
と
同
時
に
心
の
引
き
締
ま
る

思
い
が
い
た
し
ま
し
た
。

　
人
は
、チ
ャ
ン
ス
さ
え
あ
れ
ば
、

い
つ
で
も
、ど
こ
で
も
、だ
れ
で
も

学
ぶ
こ
と
が
で
き
、学
び
を
通
し
て

繋
が
り
、感
動
を
分
か
ち
合
え
る
と

信
じ
、創
立
50
周
年
へ
向
け
て
、さ

ら
に
新
し
い
一
歩
を
着
実
に
進
ん

で
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
後
と
も
な
お
一
層
の
ご
支
援

を
、ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

あ
げ
ま
す
。
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夢に向かって、好奇心いっぱいにさまざまなことを学んでいる子どもたち。
今回は上目黒小学校の子どもたちに将来の夢を聞いてみました。

夢の実現に向けて

子どもたちにとっての学びとは？


